
地質ニュース671号，8 ―12頁，2010年7月
Chishitsu News no.671, p.8 ―12, July, 2010
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1．はじめに

2009年7月25日に産総研つくばセンターにおいて一
般公開が行われました．第七事業所もBブロックの会
場として，地質分野から特別展示1件，チャレンジコー
ナー8件，サイエンスコーナー2件の趣向を凝らした展
示や実験が行われました．また，他の会場でも，見学
ツアーや特別講演等が行われ，地質分野関係者の活
躍が目立ちました（及川ほか（2009），伊藤（2009），宮
地・澤田（2009），兼子・宮地（2009），吉川ほか（2009），
中澤（2009），濱崎（2009），住田ほか（2009））．

そんな中，今回は，「ジオドクトル 2009」コースとい
う地質分野ブースの有志企画を行いました．「一般公
開を見に来てくださる市民の方々の感想を頂き，次
年度以降の展示にフィードバックさせて，より良い一般
公開を実現したい！ そのために，何かしら市民の
方々も喜んでいただける企画を・・・」という思いか
ら，住田の広報部河村幸男氏への一本の電話から全
てが始まりました．あれよあれよと地質調査情報セン
ターまで話が伝わり，一時は，地質分野全体で取り組
むのか？ とか，JSTの「地域ネットワーク支援」との連
携も模索されました．しかしながら2009年企画にお
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第1図　
フィールドノートの表紙の一
例．各ブースごとに地質写真
コンテスト入賞作品から写真
を選定しました．
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いては，準備の期間等も，地質分野内での議論も十
分でなかったことから，企画の趣旨に賛同する有志
による特別企画として実行することになりました．

2．内容

「ジオ ドクトル 2009」コースとは，本企画に参加す
るブースが「フィールドノート」と称するブース担当者の
作成した資料を使って展示を行い，市民の方々が，
そのフィールドノートを所定の数を集め，「ジオ レポー
ト」と称する感想文を提出していただくと，「ジオ ドク
トル2009」の証明書をもらえるというものです．

第1図が，フィールドノートの表紙の一例です．これ
は旧地質調査所で使っていた野帳を模したもので，
一般公開の参加者がA4のフィールドノートを折り曲げ
て持ち運ぶことを想定して，左側にブースの名前とそ
れに関連する地質写真コンテストの入賞作品を，右側
にジオ ドクトル 2009コースの説明とルールと参加ブ
ースを載せました．この印刷の裏面には，各ブース担
当者が工夫を凝らして作成した，各ブースの展示の理
解の手助けとなる，資料・クイズ・問題・記録・解析
シート等が印刷されました．今回の特集号の各ブース
での記事（宮地・澤田, 2010；今西ほか, 2010；住田
ほか, 2010；伊藤ほか, 2010）をご覧になられると，全
ては網羅していませんが，フィールドノートの内容を知
ることができます．

証明書をもらうまでに必要なフィールドノートの数

は，第1図のルールにある通り，小学生5冊以上，中
学生以上は6冊以上としました．ただし，「S02 地質
図が語る だいちのふしぎ」においては，例年の参
加者の年齢層が低いこともあり，フィールドノートでは
なく，このブースで参加者がラミネートを使って自作す
るしおりを代わりに見せてもらうことにしました．

第2図が，「ジオドクトル 2009」証明書のデザインで
す．サイズは，名刺サイズで，お財布に入れたり，子供
たちの間で流行しているカードゲームと一緒に持ち歩
いてもらうことを想定しています．事前の宣伝は全く
なく，賛同のブースでのA3ポスターとフィールドノート
の説明書き，およびブース担当者の口頭説明のみで
しか市民の方々にお知らせできなかったのですが，
おかげさまで27名の参加者に「ジオドクトル2009」の
証明書をお渡しすることができました．学年別の内訳
は，小1：2人，小2：5人，小3：2人，小4：3人，小
5：4人，小6：7人，不明・その他：5人で，内1名に
は，参加者の帰りの時間の都合で証明書をお渡しす
ることができませんでした．なお，「ジオドクトル」，「フ
ィールドノート」，「ジオレポート」等の地質を連想させ
たり，地質調査を思わせる名称は，伊藤順一による
アイディアです．

3．ジオレポート（感想文）の内容

今回の企画の本当の目的は，参加してくださった市
民の方々の感想を頂き，次年度以降の展示にフィード

第2図
証明書のデザイン．実際の証
明書は，No．および参加者
氏名を書き込んだ上で，名
刺プリンターで打ち出して，
お渡ししました．ジオ君の使
用に関しては，広報部の河
村幸男氏および地質情報出
版室にご了解を頂きました．
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第3図　ジオレポート（感想文）の一例．参加してくださった皆様が，一所懸命感想を伝えようと
文章や絵を書いてくださいました．

バックさせることです．さて，その目的を果たすことが
できたでしょうか？ 感想は，自由に書いてもらい，文
章だけでなく，絵も可能としました．第3図に実際に
参加者に書いてもらったジオレポートの一例を示しま
す．また，名前を伏せての公開に許可をもらった感想
は，以下の通りです．

・いろいろなことがわかってたのしかった．（小5）
・計算がむずかしかったです．（小2）
・水やじしんなどのいろんなことがわかってよかった
（小4）

・体験式があるので小さな子供にでも興味があった
ようでいいと思いました．（小1：おそらく，親による
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代筆）
・自然や科学が特に面白かったです．でも少し理解

しにくいことがあったので改善してほしいです．こ
こは，関東ロームの上なので地しんがあったらこま
るなぁと思った．今度家をたてるところはやわらか
い地そうの上ではなくかたい地そうの上にしたい．

（小5）
・重力の計算がむずかしくて，できなかった．工作が

おもしろかった．（小4）
・かざんのようがんがながれるのがおもしろかった．

しおりをつくるのがおもしろかった．（小6）
・大声コンテストを一位になれてよかった．（小5）
・大声コンテストでさいこうきろくにとどかなくてくや

しかった．あつめるのがかんたんだった．（小2）
・大声コンテストでいいきろくがでたけど，おにいち

ゃんにまけたのがちょっといやだった．（小2）
・重力の説明の人がうまかった．（小6）
・大声コンテストとじしんがたのしかった．（小2）
・一番おもしろかったところは，重力流です．水や水

そう，砂をつかってわかりやすかったです．5こあ
つめるのも，スタンプラリーみたいでたのしかった．

（小6）
・面白かったところはいろいろです 5こやって楽し

かった（小6）
・おもしろかった所は，とてもいろんなことが理解で

きたことです．立体地形をつかった火山地質情報
展示も，理解しやすかったです（小6）

・広くて歩くのがつかれたけど，たくさん勉強できて
よかった．（小5）

・大声コンテストは，はずかしかったけどおもしろか
った．（小6）

・大声コンテストが，たのしかったです．（小6）

これらの感想を書いてくださった方の学年を見る
と小学生の高学年の方が多いことが分かります．実
際は，低学年の小学生の方も，感想を書いていただ
いているのですが，まだ，自分の感想を人前で公表
される自信がないらしく，公開の許可を頂けませんで
した．また，低学年の方の傾向として，文章でなく，絵
を描かれる方も多かったです．そのうち，今回の一般
公開に参加する自分自身を描くものが，絵の半数を
占めました．また，感想のヒントとしてあげた，「またや
ってみたい？」に丸印をつける方も3名いました．

感想で多いものは，「楽しかった」「面白かった」と
いうもので，アウトリーチ活動に係わる者として，最高
の褒め言葉を頂けたと思っています．また，多くのブ
ースをまわりながら，フィールドノートを集める行為も，
概ね好評のようです．

ブース別では，大声コンテストに関するものが一番
多く，日頃の生活ではなかなか機会のない，力いっぱ
い声を出すという行為を皆さん楽しまれたようです．

また，住田の担当する重力の実験（住田ほか,
2010；岡田・奥山, 2010）に関して，「難しい」という意
見が，複数見られました．他にも，具体的ブースは不
明ですが，理解しにくいことへの改善の要望がありま
した．

4．反省と今後に向けた改善について

今回，30名近くの方が，ジオドクトル2009コースに
参加してくださったのですが，こちらの不手際・準備
不足が原因で，少なくない参加者にご不便をおかけ
したり，コースへの参加を取りやめた場合もあったと
想像します．例えば，ルールや主旨を理解してくださ
っても，フィールドノート表紙に地図がなかったため，
希望のブースや証明書発行所が分からないという問
い合わせが多くありました．2010年度では，フィールド
ノート表紙を工夫するとともに，ジオドクトルコースの
宣伝を各方面にはたらきかけて，より多くの方に参加
してもらいたいと思います．

また，ジオ ドクトルコースは，一般公開に来てくだ
さった市民の皆様の意見を取り入れ，フィードバック
させて，より良い一般公開を実現できて，初めて成功
と言えます．今回，参加者の方々から多くの勇気づ
けられるポジティブな感想（ジオレポート）を頂きまし
たが，我々が注目すべきことは，実は一見ネガティブ
な言葉で綴られる感想であります．特に，今回のジ
オレポートでは，自由記述のみの感想だったため，多
くの取り逃した情報があるのではないかと推察され
ます．例えば，年齢が低くなるほど，各ブースの内容
の理解への難易度が高まるにもかかわらず，その時の
感想を述べる表現力は低くなりがちなので，非日常の
刺激にあふれた体験後の気持ちを上手に伝えにくく
なります．実際，証明書発行所における子供たちは，
こちらが意図せず，ジオレポート中の「またやってみた
い？」に丸印をつけたり，何を表現しようかと鉛筆を
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走らせるまで，少なくない時間を割く場合が多くあり
ました．このことは，参加者から，地質分野に限らな
い，多くの科学技術の展示を見る貴重な時間を奪う
ことにもなりますから，お互いにとって決してメリット
とは言えず，大いに反省すべき点と捉えています．こ
の問題の回避のためには，自由形式の感想を極力減
らし，むしろ展示側が気にするポイントを直接に，二
者択一や三者択一等の答えやすい形式で問いかける
ことが必要と言えます．また，子供たちの周りには，
保護者の方がいるわけですから，表現力豊かな大人
の方に，同時にアンケートに協力していただくことも有
効な手段と思われます．このことは，保護者の視点
で，「子供たちのためにどういった展示を求めるのか」
という貴重な意見を得られる点でも重要です．

今回，一般公開終了後，関係者の間で多く語られ
た言葉は，「継続」です．「ジオ ドクトル 2009」コース
は，「果たして宣伝もなく参加してくれる方がいるのだ
ろうか？」という，多くの不安を抱えた企画でもありま
したが，まさに最初の一歩としては上々のすべりだし
でした．研究者と一般の皆様との間の成果や意見の
キャッチボールとして，我々研究者は，ジオドクトルコ
ースを今後も継続し，より良い一般公開やブース展示
を目指していきます．どうぞ，ご期待ください．

謝辞：一般公開に来てくださった多くの皆さん，特に，
地質分野有志企画「ジオ ドクトル 2009」コースに目を
留めていただき，実際参加してくださった皆さんに感
謝申し上げます．また，実現に際しては，広報部，地
質調査情報センター，地質情報出版室，第七研究業
務推進室，地質標本館および地質写真コンテストの
入賞の方々等，たくさんの方にご協力を賜りました．
どうもありがとうございました．
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